
て
い
ま
す
。

戦
後
の
八
月
二
十
九
日
、
一
時
帰
休
、

九
月
一
日
、
即
時
帰
港
命
令
を
受
け
大
村
回
航
、

二
十
年
十
一
月
十
九
日
、
回
航
残
務
整
理
、
解
除
復
員
。

二
十
一
年
四
月
、
伊
号
第
一
五
七
号
海
没
処
分
。

こ
の
よ
う
に
し
て
私
も
復
員
。
潜
水
艦
も
処
分
さ
せ
ら
れ
、
私

の
戦
争
は
一
応
終
結
を
と
げ
た
。

ソ
ロ
モ
ン
「
せ
号
」
作
戦

必
死
の
機
動
舟
艇
隊
　 

北
海
道
　
高
橋
義
平
　 

―
高
橋
さ
ん
の
略
歴
を
見
ま
す
と
、
現
役
で
海
軍
に
徴
集
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
十
五
年
十
二
月
一
日
で
す
か
、
横

須
賀
海
兵
団
入
団
の
十
六
年
一
月
十
日
で
す
か
。

私
は
大
正
九
年
八
月
十
五
日
、
福
島
県
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

北
海
道
か
ら
福
島
に
集
り
、
海
軍
の
人
に
引
率
さ
れ
、
東
京
品

川
の
旅
館
に
一
泊
し
て
海
兵
団
に
入
団
し
た
の
で
す
が
、
昭
和

十
六
年
一
月
十
日
で
し
た
。

海
兵
団
で
の
基
礎
教
育
を
終
っ
て
筑
波
海
軍
航
空
隊
に
入
隊

は
四
月
十
五
日
、
そ
こ
で
三
等
機
関
兵
と
な
っ
た
の
で
す
。
海

兵
団
も
航
空
隊
も
訓
練
は
極
め
て
厳
し
く
、
海
軍
魂
も
基
礎
技

術
も
た
た
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

―
十
七
年
二
月
に
、
第
二
号
艦
艤
装
員
付
と
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
が
戦
艦
「
武
蔵
」
だ
っ
た
の
で
す
か
。

私
は
筑
波
海
軍
航
空
隊
か
ら
、
有
馬
事
務
所
転
属
と
い
う
命

令
を
受
け
、
何
だ
か
判
ら
ず
指
定
さ
れ
る
ま
ま
長
崎
の
波
止
場

へ
行
き
ま
し
た
ら
、
海
軍
の
腕
章
を
し
た
人
が
い
て
、
転
属
し

た
私
と
も
う
一
人
は
ラ
ン
チ
で
対
岸
の
バ
ラ
ッ
ク
ヘ
案
内
さ
れ

ま
し
た
。

そ
こ
は
長
崎
ド
ッ
ク
な
の
で
す
。
二
号
艦
と
は
戦
艦
「
武
蔵
」

な
の
で
す
。「
武
蔵
」
の
四
囲
は
棕
櫚
の
、
網
と
い
う
か
す
だ

れ
の
よ
う
な
も
の
で
覆
わ
れ
、
外
か
ら
は
見
え
ぬ
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
有
馬
事
務
所
は
、
艦
長
有
馬
大
佐
の
名
を
と
っ

た
防
諜
名
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

「
武
蔵
」
の
建
造
は
極
秘
、
機
密
秘
と
い
う
か
、
親
兄
弟
に

も
絶
対
に
話
さ
ぬ
、
万
一
漏
洩
す
れ
ば
厳
罰
に
処
せ
ら
れ
る
と



い
う
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
作
業
の
熔
接
の
火
は
、

棕
櫚
の
す
だ
れ
幕
か
ら
は
時
々
漏
れ
て
見
え
る
の
で
す
。
私
も

下
宿
の
人
か
ら
、
何
を
造
っ
て
い
る
の
か
、
秘
か
に
聞
か
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
さ
と
ら
れ
ぬ
よ
う
と
ぼ
け
た
返
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
従
っ
て
内
部
で
も
、
二
号
艦
に
入
る
た
め
に

は
、
顔
写
真
入
名
札
を
着
け
て
い
ま
し
た
し
、
そ
の
名
札
が
無

け
れ
ば
艦
に
入
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
艦
内
で
図
面
は
懐
中
電
燈

で
見
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

二
号
艦
は
五
月
ご
ろ
の
あ
る
朝
、

誰
に
も
知
ら
さ
れ
ず
出
帆
、

駆
逐
艦
五
～
六
隻
に
護
衛
さ
れ
呉
の
第
四
ド
ッ
ク
に
入
り
、
砲

を
搭
載
、
瀬
戸
内
海
で
公
式
運
転
の
後
引
き
渡
さ
れ
ま
し

た
。「
武
蔵
」
は
昭
和
十
七
年
八
月
五
日
に
竣
工
し
て
、「
大
和
」

に
代
り
連
合
艦
隊
の
旗
艦
と
な
り
、
山
本
司
令
長
官
が
の
ら
れ

た
の
で
す
。
本
来
、
連
合
艦
隊
旗
艦
は
横
鎮
所
属
の
艦
と
な
っ

て
い
た
の
で
す
が
、「
武
蔵
」
の
竣
工
が
「
大
和
」
よ
り
後
に

な
っ
た
の
で
、
竣
工
と
同
時
に
旗
艦
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

私
は
「
武
蔵
」
引
渡
し
を
終
り
退
艦
、
正
式
竣
工
前
の
七
月

二
十
三
日
に
、
海
軍
工
機
学
校
へ
内
火
術
（
内
燃
機
）
練
習
生

と
し
て
入
校
し
、
十
月
二
十
日
卒
業
、
同
日
付
で
海
軍
水
雷
学

校
付
と
な
り
、
十
一
月
一
日
上
等
機
兵
と
な
り
、
二
ヵ
年
間
で

漸
く
一
人
前
の
機
関
兵
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
の
間
、
教
育

・
訓
練
は
言
葉
に
あ
ら
わ
せ
な
い
厳
し
い
も
の
だ
が
、
私
は
ソ

ロ
モ
ン
海
戦
の
「
せ
号
作
戦
」
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

―
「
せ
号
作
戦
」
と
い
う
と
、
昭
和
十
八
年
十
月
の
ソ
ロ
モ

ン
、
コ
ロ
ン
バ
ガ
ラ
島
の
撤
退
部
隊
の
輸
送
揚
陸
作
戦
の

こ
と
で
す
が
、
数
十
ト
ン
の
大
発
で
の
戦
闘
は
大
変
な
も

の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

私
は
十
八
年
一
月
十
九
日
、
横
須
賀
鎮
守
府
第
七
特
別
陸
戦

隊
付
舟
艇
隊
員
と
な
り
、「
桐
川
丸
」
に
便
乗
し
、
ソ
ロ
モ
ン

群
島
方
面
の
作
戦
に
従
軍
し
た
わ
け
で
す
。

特
に
九
月
十
六
日
か
ら
十
月
十
四
日
ま
で
、
種
子
島
部
隊
に

属
し
て
「
せ
号
作
戦
」
に
参
加
し
、
機
動
舟
艇
部
隊
（
陸
海
）

指
揮
官
か
ら
、
次
の
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

海
軍
省
罫
紙
に
写
し
が
貼
っ
て
あ
り
、
私
の
携
帯
履
歴
書
に
も

記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。



表

彰

状

昭
和
十
八
年
九
月
十
六
日
以
降
十
月
十
四
日
迄
「
セ
」
号

作
戦
中
本
職
ノ
指
導
下
ニ
在
リ
テ
機
動
舟
艇
部
隊
ト
シ
テ
遠

ク
「
ス
ピ
ン
」
ニ
進
出
シ
熾
烈
ナ
ル
被
爆
、
砲
煙
弾
雨
ノ
中

ニ
「
コ
ロ
ン
バ
ン
ガ
ラ
島
」
ニ
対
シ
決
死
的
輸
送
作
戦
ヲ
敢

行
撤
収
部
隊
ヲ
駆
逐
艦
ニ
搭
載
及
「
ス
ピ
ン
」
ニ
揚
陸
ス
ル

コ
ト
ニ
回
ニ
及
ビ
其
ノ
間
飛
行
機
、
巡
洋
艦
、
駆
逐
艦
及
魚

雷
艇
ノ
執
拗
ナ
ル
妨
害
ヲ
受
ケ
ツ
ツ
靭
強
無
比
ナ
ル
奮
戦
ヲ

続
ケ
決
死
敢
闘
克
ク
難
局
ヲ
突
破
シ
テ
「
コ
ロ
ン
バ
ン
ガ
ラ

島
」
北
岸
集
結
部
隊
ノ
転
進
ノ
完
フ
シ
　
本
作
成
ニ
貢
献
セ

シ
所
極
メ
テ
大
ニ
シ
テ
其
ノ
武
功
抜
群
ナ
リ

依
テ
茲
ニ
之
ヲ
表
彰
ス

昭
和
十
八
年
十
月
十
四
日

機
動
舟
艇
部
隊
指
揮
官

陸
軍
少
将
正
五
位
勲
三
等
　
功
四
級

芳

村
　
　
　
正

義

私
の
海
軍
経
歴
約
五
年
間
中
、
苦
し
か
っ
た
こ
と
、
懐
か
し

か
っ
た
こ
と
の
連
続
で
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
現
在
で
も
強
烈

に
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
、
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
こ
と
は
、

表
彰
状
に
あ
る
よ
う
に
、
横
鎮
第
七
特
別
陸
戦
隊
舟
艇
隊
と
し

て
の
ソ
ロ
モ
ン
戦
従
軍
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

―
そ
の
状
況
を
具
体
的
に
お
話
し
下
さ
い
。
当
時
は
既
に
制

空
・
海
権
が
わ
が
軍
か
ら
米
軍
・
連
合
軍
側
に
あ
り
、
両

軍
の
力
の
均
衡
が
破
れ
て
き
た
時
で
、
撤
収
・
撤
退
の
悲

惨
な
戦
の
連
続
で
し
た
で
し
ょ
う
。

は
じ
め
に
申
し
た
よ
う
に
、
昭
和
十
八
年
二
月
、
輸
送
船
「
桐

丸
」
に
便
乗
、
ラ
バ
ウ
ル
の
松
島
（
日
本
名
を
付
け
て
い
た
）

に
上
陸
、
そ
の
後
ラ
バ
ウ
ル
出
航
の
輸
送
船
に
曳
航
さ
れ
て
我

が
六
号
艇
の
大
発
は
ソ
ロ
モ
ン
に
向
か
っ
た
の
で
す
。
こ
の
輸

送
船
は
陸
軍
部
隊
を
満
載
（
部
隊
名
不
詳
）
し
て
い
ま
し
た
。

翌
早
朝
、
天
候
は
快
晴
、
左
舷
遙
か
に
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
を

望
む
所
ま
で
来
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
間
も
な
く
右
舷
彼
方

に
小
型
機
の
編
隊
、
約
三
十
機
ぐ
ら
い
が
認
め
ら
れ
た
。
当
時
、

私
た
ち
は
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
海
域
の
制
空
・
海
権
は
と
も
に
わ
が

軍
に
あ
り
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
の
で
、
当
然
反
転
攻
撃
を
か
け



て
き
ま
し
た
。
よ
く
見
る
と
星
の
マ
ー
ク
の
ア
メ
リ
カ
機
で
す
。

前
方
の
輸
送
船
の
見
張
員
も
よ
う
や
く
気
が
つ
い
た
様
子

で
、
対
空
兵
器
で
十
発
ぐ
ら
い
撃
っ
た
と
思
っ
た
瞬
間
、
一
番

機
の
爆
弾
が
輸
送
船
の
船
橋
附
近
を
直
撃
、
ア
ッ
と
い
う
間
に

沈
没
し
、
同
時
に
わ
が
六
号
艇
を
曳
航
し
て
い
た
曳
航
索
が
切

断
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
敵
機
は
輸
送
船
の
沈
没
を
見
届
け

る
と
同
時
に
、
わ
が
六
号
艇
を
繰
り
返
し
機
銃
掃
射
、
艇
は
た

ち
ま
ち
穴
だ
ら
け
と
な
り
沈
没
で
す
。
し
か
し
、
幸
い
に
も
我

々
六
名
の
艇
員
に
は
負
傷
者
も
な
く
海
に
飛
び
込
み
、
附
近
に

あ
る
浮
遊
物
を
集
め
て
掴
ま
り
、
極
力
体
力
の
消
耗
を
防
ぐ
よ

う
に
努
力
し
ま
し
た
。

暫
く
し
て
、
ブ
イ
ン
（
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
南
岸
の
港
）
基
地
か

ら
発
進
し
た
と
思
わ
れ
る
零
戦
一
機
が
超
低
空
で
飛
来
し
、
頭

上
を
旋
回
し
て
さ
か
ん
に
翼
を
振
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
私
共
の

回
り
に
は
陸
軍
兵
士
の
負
傷
者
が
救
命
胴
衣
に
ぶ
ら
さ
が
る
よ

う
に
し
て
、
無
数
に
浮
い
て
お
り
ま
し
た
。

か
な
り
の
時
間
が
経
過
し
て
海
軍
の
駆
潜
艇
が
救
助
に
現
れ

て
、
先
づ
陸
軍
兵
士
か
ら
救
助
し
、
我
々
六
名
は
一
番
最
後
に

救
助
さ
れ
ま
し
た
。
思
え
ば
何
時
間
泳
い
だ
こ
と
か
、
我
々
が

救
助
さ
れ
た
時
は
陽
も
大
分
西
に
傾
き
か
け
た
こ
ろ
だ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。

救
助
は
さ
れ
た
け
れ
ど
、
我
々
は
疲
労
困
憊
、
甲
板
上
で
立

つ
こ
と
が
出
来
ず
、
数
時
間
は
横
に
な
っ
た
ま
ま
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
大
事
な
六
号
艇
と
身
の
廻
り
の
品
物
を
一

切
失
い
、
裸
同
然
で
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
の
ブ
イ
ン
に
上
陸
、
基

地
か
ら
替
り
の
大
発
と
被
服
類
を
受
領
し
、
夜
間
の
み
の
航
行

で
ニ
ュ
ー
ジ
ョ
ー
ジ
ア
島
の
西
端
の
ム
ン
ダ
に
上
陸
、
こ
こ
で

数
日
間
輸
送
作
戦
に
従
事
し
た
後
に
、
コ
ロ
ン
バ
ン
ガ
ラ
島（
ニ

ュ
ー
ジ
ョ
ー
ジ
ア
島
の
西
方
西
）
の
横
須
賀
第
七
特
別
陸
戦
隊

舟
艇
基
地
に
進
出
し
た
の
で
す
。

―
「
せ
号
作
戦
」
参
加
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
舟
艇
は

何
隻
ぐ
ら
い
で
、
大
発
と
い
う
と
ど
の
く
ら
い
の
人
員
が

搭
載
で
き
る
の
で
す
か
。

舟
艇
は
一
～
八
号
ま
で
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
六
号
艇

は
先
程
申
し
た
と
お
り
、
ラ
バ
ウ
ル
経
由
松
島
停
泊
で
、
我
々

は
そ
の
間
幕
舎
生
活
を
し
て
待
機
し
て
い
た
の
で
す
。

大
発
は
、

上
陸
用
や
撤
退
輸
送
用
の
舟
（
焼
玉
エ
ン
ジ
ン
）
で
、
武
装
兵

士
百
名
ぐ
ら
い
は
乗
船
で
き
た
。
定
員
は
艇
長
以
下
六
名
ぐ
ら



い
で
、
私
は
機
関
長（
工
機
学
校
出
の
者
）
で
し
た
。
「
せ
号
作
戦
」

参
加
は
我
々
の
艇
だ
け
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

―
コ
ロ
ン
バ
ン
ガ
ラ
島
の
舟
艇
基
地
進
出
後
も「
せ
号
作
戦
」

ソ
ロ
モ
ン
海
空
戦
は
続
け
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
が
、

そ
の
状
況
を
詳
し
く
お
話
し
下
さ
い
。

基
地
に
進
出
し
て
か
ら
後
、
数
ヵ
月
間
に
わ
た
っ
て
、
執
拗

な
敵
魚
雷
艇
お
よ
び
飛
行
機
の
攻
撃
を
受
け
つ
つ
、
ソ
ロ
モ
ン

群
島
の
各
島
に
散
在
す
る
友
軍
基
地
に
対
し
、
夜
間
だ
け
航
行

し
て
輸
送
作
戦
に
従
事
し
た
の
で
す
。

九
月
二
十
一
日
夜
半
、
ニ
ュ
ー
ジ
ョ
ー
ジ
ア
島
と
コ
ロ
ン
バ

ン
ガ
ラ
島
の
中
間
の
細
い
島
、
ア
ル
ン
デ
ル
島
の
北
端
に
追
い

つ
め
ら
れ
て
、
悪
戦
苦
闘
中
の
歩
兵
第
十
三
連
隊
（
第
六
師
団

の
熊
本
編
成
連
隊
）
将
兵
の
コ
ロ
ン
バ
ン
ガ
ラ
島
へ
の
撤
収
作

戦
の
命
令
を
受
け
ま
し
た
。
文
字
通
り
砲
煙
弾
雨
の
中
、
無
事

撤
収
に
成
功
し
た
の
で
す
。

当
時
コ
ロ
ン
バ
ン
ガ
ラ
島
に
は
、
陸
海
軍
部
隊
や
設
営
隊
等

が
二
万
人
ぐ
ら
い
集
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
こ

の
ま
ま
で
は
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
二
の
舞
に
な
る
と
い
う
の

で
、
撤
退
を
す
る
と
い
う
こ
と
と
な
り
、
ソ
ロ
モ
ン
の
大
発
総

動
員
で
夜
間
撤
退
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
陸
海
共
同

の
「
せ
号
作
戦
」
と
称
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

そ
の
時
す
で
に
、

コ
ロ
ン
バ
ン
ガ
ラ
は
敵
の
包
囲
下
に
あ
り
、

退
路
は
断
た
れ
て
孤
立
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
舟
艇
機
動
に

よ
る
撤
退
作
戦
が
発
動
さ
れ
た
の
で
す
。
当
時
、
私
は
ア
ミ
ー

バ
ー
赤
痢
で
一
日
数
十
回
の
下
痢
と
、
熱
帯
熱
マ
ラ
リ
ア
に
よ

る
毎
日
四
十
度
を
こ
え
る
発
熱
で
、
食
欲
皆
無
、
飲
む
薬
も
な

く
、
重
病
人
の
状
態
で
ほ
と
ん
ど
気
力
だ
け
で
作
戦
に
従
事
し

て
い
ま
し
た
。
当
時
ま
だ
二
十
三
歳
の
若
さ
の
故
だ
ろ
う
か
、

今
考
え
て
み
て
も
、
よ
く
ぞ
根
性
で
生
き
抜
い
た
も
の
と
不
思

議
に
思
え
ま
す
。

―
先
程
の
陸
軍
少
将
の
感
謝
状
で
す
が
、
高
橋
さ
ん
は
海
軍

陸
戦
隊
舟
艇
隊
だ
っ
た
の
で
す
が
、
陸
海
共
同
作
戦
だ
っ

た
か
ら
で
す
か
。

「
せ
号
作
戦
」
は
私
も
こ
の
点
、
合
占
い
か
な
い
の
で
す
が
、

今
い
わ
れ
た
共
同
作
戦
の
最
高
指
揮
官
が
陸
軍
の
芳
村
少
将
だ

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
し
、
ま
た
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、「
せ

号
作
戦
」
の
最
終
上
陸
地
点
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
の
ブ
イ
ン
ま
で

輸
送
し
た
部
隊
は
確
か
、
陸
軍
の
歩
兵
第
十
三
連
隊
の
生
き
残



り
の
将
兵
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
撤
退
作
戦
は
事
前
に
米
軍
に

探
知
さ
れ
、
そ
の
た
め
猛
烈
な
攻
撃
と
妨
害
を
受
け
つ
つ
も
敢

行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
数
日
間
、
昼
は
島
陰
に
か
く
れ
、
夜

に
な
る
と
動
き
出
し
、
島
伝
い
に
敵
の
包
囲
網
を
突
破
し
て
よ

う
や
く
の
思
い
で
、
ブ
イ
ン
の
港
に
接
岸
、
陸
軍
兵
は
喜
び
勇

ん
で
上
陸
し
て
い
っ
た
記
憶
は
鮮
明
で
す
。

し
か
し
、
私
は
極
度
の
衰
弱
と
、
無
事
に
任
務
を
果
し
た
安

堵
感
の
た
め
か
、
半
ば
昏
睡
状
態
と
な
り
、
直
ち
に
担
架
で
野

戦
病
院
に
運
ば
れ
ま
し
た
。
数
日
後
、
ラ
バ
ウ
ル
第
八
海
軍
病

院
経
由
で
、
病
院
船
「
天
應
丸
」
で
内
地
環
送
さ
れ
、
大
湊
海

軍
病
院
に
約
五
ヵ
月
入
院
し
ま
し
た
。
昭
和
十
九
年
四
月
二
十

八
日
に
全
治
退
院
し
て
新
任
務
に
つ
き
ま
し
た
。

―
九
死
に
一
生
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
後
の
任
務
と

い
う
と
、
ど
う
い
う
勤
務
で
し
た
か
。

十
九
年
五
月
、
三
等
機
関
兵
曹
に
任
官
し
て
、
第
三
十
五
号

海
防
艇
に
乗
組
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
す
。
こ
の
海
防
艦
は
三
等

駆
逐
艦
と
で
も
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
昭
和
十
九
年
に
建
造
さ
れ

た
も
の
で
し
た
。
そ
れ
で
門
司
―
呉
―
キ
ー
ル
ン
―
門
司
―
横

須
賀
と
、
船
舶
護
衛
で
し
た
が
、
一
時
は
駆
逐
艦
「
楓
」
に
も

乗
り
台
湾
の
キ
ー
ル
ン
で
暫
く
滞
在
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。そ
の
後
二
十
年
四
月
に
は
、
船
艇
磁
気
掃
海
隊
に
転
属
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
新
設
部
隊
で
、
Ｂ29

が
日
本
近
海
、
港
湾
に

落
し
た
磁
気
機
雷
の
掃
海
任
務
だ
っ
た
の
で
す
。
ご
承
知
の
よ

う
に
、
浮
遊
の
機
雷
は
海
面
に
あ
る
の
で
外
か
ら
判
る
が
、
磁

気
機
雷
は
水
底
に
沈
ん
で
い
て
、
磁
気
に
よ
り
、
鉄
船
が
通
る

と
爆
破
す
る
と
い
う
始
末
の
悪
い
も
の
で
し
た
。

そ
こ
で
磁
気
機
雷
掃
海
の
新
設
部
隊
が
編
成
さ
れ
た
の
で

す
。
小
名
浜
や
真
鶴
等
の
漁
港
で
、
油
が
無
く
引
き
上
げ
ら
れ

て
い
る
木
造
漁
船
を
さ
が
し
て
徴
用
す
る
の
が
第
一
の
仕
事
で

し
た
。
そ
し
て
長
い
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
の
先
に
磁
石
を
着
け
、

磁
気
機
雷
を
爆
発
さ
せ
る
と
い
う
方
法
な
の
で
す
。
こ
ち
ら
は

木
造
船
で
す
か
ら
機
雷
の
上
を
通
っ
て
も
磁
石
は
反
応
し
な

い
、
と
い
う
理
屈
で
す
。

こ
の
よ
う
な
作
業
が
本
格
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
時
に
終

戦
と
な
り
復
員
、
帰
郷
し
た
の
で
す
。
思
え
ば
、
世
界
最
大
・

最
強
の
戦
艦
「
武
蔵
」
の
竣
工
に
か
か
わ
り
、
ソ
ロ
モ
ン
海
戦



で
は
、
僅
か
数
十
ト
ン
の
舟
艇
に
よ
っ
て
、
コ
ロ
ン
バ
ン
ガ
ラ

島
、
揚
陸
の
文
字
通
り
の
決
死
的
作
戦
に
死
を
ま
ぬ
か
れ
、
最

後
は
、

十
数
ト
ン
の
木
造
漁
船
に
よ
る
磁
気
機
雷
の
掃
海
任
務
。

ま
さ
に
六
万
九
千
百
ト
ン
の
戦
艦
「
武
蔵
」
の
勤
務
を
思
う
と
、

感
無
量
で
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
海
軍
々
人
と
し
て
の
根

性
と
責
務
に
は
何
等
変
り
は
な
い
、
と
の
誇
り
は
今
も
持
ち
続

け
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ン
バ
ン
ガ
ラ
の
砲
戦

第
六
特
別
陸
戦
隊
　 広島
県
　
吉
岡
光
男
　 

―
大
竹
海
兵
団
入
団
と
の
こ
と
で
す
が
志
願
を
し
た
の
で
す

か
。

私
は
徴
兵
で
陸
軍
を
志
望
し
た
の
で
す
が
、
海
軍
の
呉
徴
集
、

昭
和
十
六
年
兵
な
の
で
す
。
大
正
十
年
二
月
十
七
日
、
広
島
県

の
神
辺
町
、
日
竹
尋
村
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
徴
兵
検
査
で
は
第

一
乙
種
で
、
十
七
年
一
月
十
日
大
竹
海
兵
団
入
団
で
す
。
家
に

は
慶
応
元
年
生
ま
れ
の
祖
母
、
明
治
二
十
七
年
生
ま
れ
の
父
と

母
、
昭
和
六
年
生
ま
れ
の
弟
と
、
小
さ
い
妹
で
、
何
と
か
留
守

は
や
っ
て
い
け
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

海
兵
団
に
三
ヵ
月
、
四
月
十
五
日
佐
伯
航
空
隊
へ
入
隊
で
す

が
、
当
時
は
水
兵
で
海
兵
団
と
変
わ
ら
な
い
、
基
礎
訓
練
と
い

う
教
育
を
受
け
た
の
で
す
。
そ
の
後
七
月
に
は
呉
海
兵
団
で
機

関
科
と
な
り
自
動
車
運
転
訓
練
を
十
一
月
ま
で
受
け
た
の
で

す
。―
海
軍
の
訓
練
は
陸
軍
と
も
違
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
吉

岡
さ
ん
の
時
は
ど
う
で
し
た
か
。

海
軍
の
訓
練
は
特
に
厳
し
か
っ
た
。

バ
ッ
タ
と
い
う
樫
の
棒
、

一
メ
ー
ト
ル
位
の
太
い
木
刀
と
い
う
か
鍬
の
柄
の
よ
う
な
も
の

で
「
軍
人
精
神
直
入
棒
」
と
墨
で
書
か
れ
た
棒
で
尻
を
叩
く
、

と
い
う
よ
り
殴
る
の
で
す
。
殴
ら
れ
ぬ
日
も
あ
っ
た
が
、
大
体

平
均
的
に
殴
ら
れ
る
日
が
多
か
っ
た
。
他
の
班
で
音
が
す
る
と

「
う
ち
も
や
る
か
」
と
古
兵
が
い
っ
て
始
め
る
。
こ
れ
は
個
人

の
ミ
ス
ば
か
り
で
な
く
、
班
で
一
人
で
も
あ
れ
ば
団
体
の
共
同

責
任
で
制
裁
を
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

呉
鎮
で
教
育
を
受
け
て
か
ら
十
七
年
十
一
月
呉
の
第
六
特
別




